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「社会構造の変化を反映し医療・介護分野の施策立案に効果的に活用し得る国際統計分類の開発に関する研究」 
分担研究報告書（平成 30 年度） 

 
ICD-11 導入のわが国への影響：ICD-11 の機能と課題、わが国への適用のロードマップ 

－ 第 38 回医療情報学連合大会（JCIM2018）企画シンポジウム概要 － 
 

研究分担者 小川俊夫 国際医療福祉大学 准教授 
 

 
Ａ. 研究の背景と目的 
 ICD-11 への改訂作業は WHO により 2007 年

から実施され、わが国からも内科領域などの多

数の臨床及び医療情報の専門家が改訂作業に

参加し、ICD-11 の作成に大きく貢献した。この

改訂作業により作成された ICD-11 は最新の疾

病概念に基づいた分類で、電子化に加え、各疾

病情報の定義や検索機能の追加・充実、多言語

対応など、新たな機能が多数盛り込まれている。

ICD-11 には ICD-10 から内容としても大きく変

化した部分も多く、伝統医学や生活機能など新

たに追加された章・項目も存在する。 
 2018 年 6 月に WHO より ICD-11 の正式な公

表があり、その後はわが国をはじめ各国で ICD-
11 実用化に向けた検討が実施される。ICD はわ

が国では死亡や罹患統計のみならず DPC など

多方面で活用されているため、ICD-11 適用の影

響は大きい。そのためわが国では ICD-11 適用 

 
に向けて関係諸機関で十分に討議・検討した上

で、適用に向けた準備を開始する必要がある。 

このような状況を踏まえ、第 38 回医療情報学

連合大会（JCIM2018）において、本研究班の活動

の一環として、これまでのわが国の ICD 改訂にか

かる経緯と貢献を概観し、ICD-11 についてその機

能と内容について取りまとめた上で、ICD-11 を含

む国際分類のわが国への適用について議論する

ことを目的としたシンポジウムを企画した。 
本シンポジウムは、2018 年 11 月 24 日（土）

9:00〜11:00、福岡国際会議場 F 会場において、研

究代表者の奈良県立医科大学の今村知明教授と

東京大学の大江和彦教授を座長に、「ICD-11 導入

のわが国への影響：ICD-11 の機能と課題、わが国

への適用のロードマップ」として開催した。 
本シンポジウムの構成は以下の通りである。 

（１）ICD-11 構築の経緯（小川俊夫・国際医療福

祉大学） 
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（２）消化器分野での ICD-11 構築の経緯とわが

国への適用に向けた課題（秋山純一・国立国際医

療研究センター） 
（３）糖尿病分野での ICD-11 構築の経緯と今後

に向けた課題（安田和基・国立国際医療研究セン

ター） 
（４）伝統医学分野での ICD-11 構築の経緯とわ

が国への適用に向けた課題（星野卓之・北里大学

東洋医学総合研究所） 
（５）ICD-11 における V 章の構造分析と生活機

能分類の意義（小松雅代・奈良県立医科大学） 
（６）ICD-11 の我が国への適用に向けて（森 桂・

厚生労働省） 
（７）ICD-11 の機能からみたわが国への適用につ

いて（今井 健・東京大学） 
 
Ｂ．研究方法 
 本シンポジウムは、最初に ICD-11 改訂作業

の歴史とわが国の関与について概観した上で

ICD-11 の新しい内容と機能について解説した。

次に ICD-11 の臨床での利用可能性について糖

尿病分野、消化器内科分野などの具体的な事例

を用いて解説したほか、ICD-11 で新たに追加さ

れた伝統医学と生活機能の章について解説を

行った。これらを踏まえて、ICD-11 をはじめと

した国際分類のわが国への適用について取り

まとめ、ICD-11 の機能と内容、またわが国への

影響について医療情報の立場から論じた。 
 

Ｃ. 研究結果 

 
本シンポジウムは、最初に ICD-11 改訂作業

の歴史とわが国の関与について概観した上で

ICD-11 の新しい内容と機能について解説した。

次に ICD-11 の臨床での利用可能性について糖

尿病分野、消化器内科分野などの具体的な事例

を用いて解説したほか、ICD-11 で新たに追加さ

れた伝統医学と生活機能の章について解説を

行った。これらを踏まえて、ICD-11 をはじめと

した国際分類のわが国への適用について取り

まとめ、ICD-11 の機能と内容、またわが国への

影響について医療情報の立場から論じた。 
本報告では、以下に各発表の和文抄録を取り

まとめる。 

 
（１）ICD-11 構築の経緯（小川俊夫・国際医療福

祉大学） 
 2018 年 6 月にリリースされた ICD-11 の改訂作

業は、WHO により 2007 年より実施され、わが国

もその作業に大きく貢献した。本研究は、WHO に

よる改訂作業を概観するとともに、わが国の貢献

についても取りまとめることを目的として実施

した。 
 本研究は、WHO 及び改訂作業に参加した専門

家へのインタビューや、各種の WHO 発出資料な

ど収集して取りまとめ、ICD 改訂作業の経緯とわ

が国の貢献について考察を実施した。 
 ICD 改訂作業は 2 つのフェーズにより実施され

た。ICD 改訂作業の第一フェーズ（2007〜13 年）

では、専門分野別に 13 の専門部会（TAG）、さら

に内科分野では臓器別に 8 つの作業部会（WG）

が組織され、コンテントモデルと呼ばれる構造案

を構築した。わが国からは多くの専門家が改訂作

業に参加したほか、内科部会の議長国として内科

分野全体の取りまとめを実施した。改訂作業の第

二フェーズ（2013〜18 年）では、コンテントモデ

ルを用いた疾病・死因合同リニアライゼーション

（JLMMS）が構築され、さらに 2016 年に ICD-11-
MMS と呼ばれる評価版が発表され、評価版を用

いたレビュー作業、フィールドテストなどが実施

された。  
 ICD 改訂作業は、WHO を中心に各分野の多数

の専門家により実施された。特に内科分野では、

わが国は議長国として国内外の各関連学会の意

見を集約し作業することで、臨床現場でも実用可

能な ICD-11 の実現に大きく貢献した。一方で、

ICD-11 は 2018 年にリリースされたが、SNOMED-
CT とのリンケージやオントロジーの活用による

様々な分類の構築など検討した項目のいくつか
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はリリース後も継続して検討中であり、今後の課

題である。さらに、わが国をはじめ各国への適用

についてはこれから検討される予定で、ICD-11 の

本格的な普及に向けて、今後さらなる作業が必要

と考えられる。 
 
（２）消化器分野での ICD-11 構築の経緯とわが

国への適用に向けた課題（秋山純一・国立国際医

療研究センター） 
 国際疾病分類（ICD）は、国際的に統一した基準

で定められた死因及び疾病の分類である。現行の

ICD-10 は約 14,000 項目からなる第 10 版で、1990
年（平成 2 年）に承認され、日本では 1995 年（平

成 7 年）から適用されている。 
 しかしながら、近年の急速な医学の進歩や社会

の変化によって、改訂の必要が高まってきた。そ

こで、WHO は 2007 年に過去 20 年にわたる医学

の進歩に即した新しい知見を取り入れ、電子環境

に適応した普遍的システムを構築することを目

的に、大規模な改訂作業に着手した。 
 ICD 改訂作業においては、13 の専門部会（Topic 
Advisory Group: TAG）が組織されたが、その中で

も内科部会（Internal Medicine (IM) -TAG）は、ICD-
10 の 14,000 項目のうち大部分（約 2/3）を占める

ため非常に大きな役割を果たすことが求められ

たが、その初代議長に菅野健太郎（日本消化器病

学会 前理事長）(2007-2014)が就任した。さらに、

内科部会には、8 つの作業部会（Working Group 
(WG)）が組織され、消化器ワーキンググループ

(Gastroenterology WG (GI-WG))には、chair として

三浦総一郎、Peter Malfertheiner（ドイツ）、managing 
editor (ME)として秋山純一が、また肝胆膵ワーキ

ンググループ（Hepatobiliary and pancreas WG 
(HBP-WG)）には、chair として名越澄子、Emmet 
B. Keeffe (米国)(-2011)、Geofferey C Farrell（オー

ストラリア）(2011-)、ME として富谷智明（-2015）、
石川智久(2015-)が就任した。このような中で日本

消化器病学会としては、万全のサポート体制を構

築すべく、諮問委員会として ICD-11 検討委員会

を設立し、担当理事として菅野健太郎（2007-2008）、

三浦総一郎（2009-2014）、三輪洋人（20015-）が

統括し、ICD-11 改訂作業に一貫して貢献してきた。 
 
 本発表は、過去 10 年にわたる消化器分野にお

ける ICD-11 改訂作業の過程を調査するとともに、

今後の我が国への適用に向けた課題を明らかに

することを目的とする。 
 
（３）糖尿病分野での ICD-11 構築の経緯と今後

に向けた課題（安田和基・国立国際医療研究セン

ター） 
 糖尿病は、高血糖を主徴とする様々な成因から

なる病態であり、また多岐にわたる急性・慢性臓

器合併症を生じることも特徴である。 
 ICD-11 では、糖尿病全体を１型（Type1）、２

型（Type2）、Malnutrition-related、other specified に

分け、それと acute complication が大項目となって

いる。特筆すべきことに、1 型糖尿病の中に、日

本の研究者が主導的役割を果たして確立された、

SPIDDM（slowly progressive IDM）と Fulminant type 
1 diabetes（劇症 1 型糖尿病）の２つの亜病型が、

term として新たに採用された。 
 ICD-10 から最も大きく変わったのは慢性合併

症である。ICD-11 では糖尿病、合併症を別々にコ

ードし、その組み合わせで症例を表現する。しか

し合併症によりその所属する臓器にての章立て

や小分類が全く異なる。また腎症は、臨床的にも

疾患概念について昨今大きな議論があり、新たに

提唱された diabetic kidney disease という概念が、

term として認められた。 
 糖尿病を通じて明らかとなった ICD-11 全体に

関わる課題も少なくない。たとえば病因分類と臨

床像による分類の混在や、複数の親疾患（double 
parents）をもつ病態の扱いなどがある。腫瘍性疾

患は、機能的観点から分類されていないため、糖

代謝異常をともなう内分泌腫瘍の扱いが混乱し

ている。遺伝子異常による疾患についても、臨床

診断と遺伝子診断（確定診断）の問題、複数の臓

器を障害する疾患、同一遺伝子異常による異なる

表現型、異常が未同定の疾患などの課題がある。
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今後の新たな疾患研究の成果の取り込みも課題

となろう。 
 今後の運用においては、ICD-11 の基本理念や構

造と、それぞれの疾患特性とを理解して進めるこ

とが必要である。 
 
（４）伝統医学分野での ICD-11 構築の経緯とわ

が国への適用に向けた課題（星野卓之・北里大学

東洋医学総合研究所） 
 新しい ICD-11 では補完代替医療の実状を把握

するべく、伝統医学章が新設された。その第一弾

として東アジアで西洋医学と医療制度を二分し、

欧米にも比較的普及している東洋医学が選ばれ

た。伝統医学章には第 26 章が割り当てられ、その

Module 1 として収載され、伝統医学分類名には

（TM1）という略号が付されることとなった。 
 伝統医学章は、伝統医学的疾病（disorders）と伝

統医学的証（patterns）の 2 つに分けられる。伝統

医学的疾病は西洋医学の病名に近い疾病単位で

中国・韓国からの提案が協議のうえ収載された。

また「証」はある時点における患者の正確な臨床

像を示す一まとまりの徴候、症状、所見（患者の

体質を含む）であり、直接治療の指示となるため

に日本漢方では特に重視されてきた。よって日本

からの提案は伝統医学的証について、寒熱・虚実、

気血水、六経、経絡、腎虚の約 40 項目に集約され

た。日本では西洋医学のもとで一本化された医療

制度が確立しているため、西洋医学病名に伝統医

学的証を統合して用いることが想定されている

(integrated coding)が、研究目的では東洋医学単独

のコーディングが医師・薬剤師・鍼灸師などによ

りなされるものと想定される。 
 これまで日本漢方臨床の公的なデータはほと

んどなかったが、診療記録の整理や研究の目的で

伝統医学コードが活用されれば、日本独自の医療

環境について国内外で理解を得る根拠が形成さ

れていくことになる。また多施設・国際間比較に

も有用であると考えられる。海外では安全性評価

や保険給付、医療経済学的調査に供される見込み

であり、日本においても伝統医学章を活かす独創

的なアイディアが求められている。今後国際間で

の情報交換は毎年 WHO-FIC の伝統医学レファレ

ンスグループ（TMRG）で行う予定である。 
 
（５）ICD-11 における V 章の構造分析と生活機

能分類の意義（小松雅代・奈良県立医科大学） 
 2018 年 6 月に公表された ICD-11 に、新たに生

活機能分類を示す V 章（V Supplementary section 
for functioning assessment）が、WHO-DAS2.0 36-item 
version(WHO Disability Assessment Schedule2.0)と
ICF リハビリテーションセット、および ICF 付録

9 (ICF Annex 9：Suggested ICF Data requirements for 
ideal and minimal health information systems or sur-
veys )に基づいて付加された。これらの 3 つのツ

ールは ICF(International Classification of Functioning, 
Disability and Health)項目に由来するものである。

本来、ICF は国際統計分類の一つとしてすでに存

在している。本研究は、ICF の視点から ICD-11 の

V 章の構造について分析を行い、ICD と ICF の相

互利用について考察することを目的とする。  
 ICD-11-MMS（2018 年 8 月時点）における V 章

の内容を、ICF をベースに作成されている WHO-
DAS2.0、ICF リハビリテーションセット、ICF 付

録 9 について、さらに ICF の構造との比較分析を

実施し、ICD-11 における生活機能分類の役割と意

義について考察を実施する。  
 ICD-11-MMS における V 章は、心身機能(b)の 8
章、活動と参加(d)の 9 章の計 17 章と 47 のカテゴ

リーから構成されている。V 章で用いる ICF 項目

については、2018 年 8 月の現時点までに候補とな

るツールの変更が何度かあったが、今回、WHO-
DAS2.0、ICF リハビリテーションセット、ICF 付

録 9 と発表されている。この 3 つのツールに基づ

いて生活機能項目を選択することよって、ICD-11
における疾病分類に対して体系的に評価するた

めの生活機能の項目（心身機能(b)の 8 章 16 カテ

ゴリー、活動と参加(d)の 9 章 31 カテゴリー）が

抽出されたと考えられる。また、V 章には「身体

構造」(s)、「環境因子」(e)の章は含まれていなか

った。  
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 ICD-11 に V 章が位置付けられたとのことで、

統計的に疾病や外傷、障害による生活機能を一般

化することが可能と考えられる。しかし、そのた

めには、ICF の項目と V 章の構成、既存の尺度と

の関連性について分析が必要である。現在、既存

の尺度との関連性についても解析を進めている。

今後、疾病分類と生活機能分類の相互利用に向け

て V 章を精査し、ICD-11 と ICF の関係性を踏ま

えた活用と方法についてより詳細に検討する必

要がある。 
 
（６）ICD-11 の我が国への適用に向けて（森 桂・

厚生労働省） 
 ICD は明治 33 年（1900 年）に国際会議で初め

て採択され、我が国では、1900 年から ICD を採用

し運用を行ってきた。最新の分類は、ICD の第 10
回目の改訂版として、1990 年世界保健総会におい

て採択されたものであるが、我が国では、その後

の改正が反映された ICD-10（2013 年版）に準拠し

た「疾病、傷害及び死因の統計分類」を作成し、

統計法に基づく統計基準として告示改正を行い、

2019 年より人口動態統計や患者調査等の公的統

計に使用しているほか、医療機関における診療録

の管理等に活用されている。 
 厚生労働省では有識者による審議会を設置し

て、ICD の国内適用や専門分野の議論を行うとと

もに、厚生労働省や国立保健医療科学院、国立が

ん研究センターがん対策情報センター、日本病院

会日本診療情報管理学会、JLOM（日本東洋医学サ

ミット会議）、国立障害者リハビリテーションセ

ンター、国立国際医療研究センター、国立成育医

療研究センターの 8 機関で構成される WHO 国際

統計分類協力センターとして指定を受け、多くの

専門家とともに WHO 関連会議に参加してきた。

2016 年には東京で ICD-11 改訂会議が開催、加盟

国レビュー用の ICD-11 案が公表され、日本医学

会や日本歯科医学会等からの意見をとりまとめ、

WHO へ意見提出を行うとともに、多くの診療情

報管理士の協力も得ながらフィールドテストを

進め、2018 年 6 月の ICD-11 公表を迎えた。 

 世界的に高齢化が進み、特に我が国では多死社

会を迎えようとする中、持続可能な保健医療シス

テムを構築し、効果的な対応をはかっていくこと

が重要である。そのために統計や情報基盤の整備

と活用が一層求められており、ICD はその一助と

して役割を果たすことが期待されている。2018 年

8 月審議会において、我が国における ICD-11 の公

的統計への適用に向けて議論を開始したところ

であり、今後、法制度上の取り扱いや利用環境、

我が国の疾病構造等を踏まえた分類表の作成等、

関係者と連携しながら具体的な検証や整備を進

める予定である。 
 
（７）ICD-11 の機能からみたわが国への適用につ

いて（今井 健・東京大学） 
2007 年より改定作業が開始され、2018 年 6 月

にリリースされた ICD-11 は、当初計画されてい

た内容が全て達成された訳ではないが ICD-10 ま

でとは異なり様々な機能的特徴が加わったもの

である。整合性を保った持続的更新・管理を容易

にするためにレイヤ構造を採用しており、全ての

コンテンツのプールである Foundation Component 
から、様々な目的に応じた粒度で実際の分類体系

である Linearization Component を切り出す、また 
Foundation Component 中の概念を SNOMED-CT 
など外部のオントロジーと接続することで、体系

の整合性を担保する、という基本的な方針を取っ

ている。また、電子環境での利活用を前提とし、

電子媒体での配布やオンラインでのコーディン

グツールの公開。さらに新しい章（伝統医学）の

追加や分類階層体系内で複数の親（上位階層）の

許容により辿り着きやすくする仕組み。また、必

要な概念粒度を担保する機能としては、なるべく

多くの例示病名を "index term" として含める方

針や、エクステンションコード (X 章) を用いた 
post coordination によって、詳細な概念粒度を表現

可能とする枠組みなど様々な機能的特徴を持っ

ている。 
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本発表では、このような ICD-11 において導入

された機能の側面から我が国への適用の際に課

題となる点などについて考察する。 
 
Ｄ. 考察   
 ICD 改訂作業は、WHO を中心に各分野の多数

の専門家により実施された。このように分野ごと

に国内外の各関連学会の意見を集約し作業する

ことで、臨床現場でも実用可能な ICD-11 の構築

に向けた大きく貢献した。特に、本研究で報告し

た消化器分野や糖尿病分野など、わが国の専門家

が中心的に ICD-10 から新たな構造への変更案を

取りまとめた分野も多く、また新たな分野である

伝統医学分野でもわが国が中心となり分類を作

成したことは特筆すべき成果といえよう。 
 ICD-11 は 2018 年 6 月に公表され、2019 年の

World Health Assembly で正式に認可される予定で

ある。さらに、ICD-11 と ICF、ICHI など WHO 中

心分類の相互利用について引き続き検討されて

おり、ICD-11-MMS はいわば ICD-11 構築の途中

経過であり、今後さらなる大幅な改訂が実施され

る可能性も示唆される。 
 2018年6月にリリースされた ICD-11-MMSは、

本稿執筆時点で各国での適用に向けた調整が開

始されつつある。わが国においても ICD-11 の導

入に向け、わが国の臨床や研究で利用されている

従来分類との整合性の確保や ICD-11 の日本語化

など具体的な検討が開始されている。これらの作

業を実施しつつ、わが国にとって実用的でかつ国

際的にも受け入れられる分類の構築を実現する

ために、今後も ICD-11 改訂の動向を注視し、WHO
に対して提案することが重要である。 
 わが国は、ICD 改訂作業に厚労省や学会を中心

として多くの研究者・医師が深く関与した。ICD-
11 がわが国にとって活用しやすい分類として実

用化されることが期待されており、またわが国で

の ICD-11 のより一層の活用に向けて、今後も日

本政府と学会がより一層協力して対応していく

必要があると考えられる。 

 

Ｅ. 結論 

 ICD 改訂作業は、WHO を中心に各分野の多数

の専門家により実施された。本研究で報告した消

化器分野や糖尿病分野など、わが国の専門家が中

心的に ICD-10 から新たな構造への変更案を取り

まとめた分野も多く、また新たな分野である伝統

医学分野でもわが国が中心となり分類を作成し

たことは特筆すべき成果といえよう。 
 わが国にとって実用的でかつ国際的にも受け

入れられる分類の構築を実現するために、今後も

ICD-11 改訂の動向を注視し、WHO に対して提案

することが重要である。 
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